
広
報たはら

2010
平成22年

おしらせ

たはらシティニュース

2

連載コーナー 10

6

　　

スクールリポート
学校生活の一コマを紹介

7

８

「しみんの広場」
投稿記事
地域の話題

市民活動を応援するページ

待ち遠しいな
　 　　新しい年



●しみんの広場

し
み
ん  

広
場

の

もくじ
●

 

●

 

●

 

市
民
活
動
を
応
援
す
る
ペ
ー
ジ　
　
　
　

      

５
ペ
ー
ジ

投
稿  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

２
ペ
ー
ジ

地
域
の
話
題（
高
松
校
区
）　
　
　

     　
　

  

４
ペ
ー
ジ

白
谷
海
浜
公
園
管
理
棟
で
、
白
谷
海
岸
周
辺
の
古
写
真

や
絵
画
作
品
な
ど
約
４
０
０
点
を
集
め
た
展
覧
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
写
真
の
収
集
は
、
地
元
住
民
や
市
内
の

写
真
収
集
家
の
方
、
田
原
市
博
物
館
な
ど
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
約
３
か
月
か
か
り
ま
し
た
。

　

昭
和
40
年
代
の
初
め
か
ら
、
臨
海
工
業
地
帯
の
埋
め
立

て
な
ど
で
、
目
ま
ぐ
る
し
い
変
貌
を
遂
げ
て
き
た
童
浦
校

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
特
定
非
営
利
活
動
法
人
お
お

ぞ
ら
は
、
心
の
病
を
抱
え
る
人
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
団
体
で
、
平
成
20
年
に
法
人
格
を
取
得
し
ま
し
た
。
地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
あ
い
の
家
」（
赤
石
）
の
運

営
や
、
ア
パ
ー
ト
で
の
余
暇
支
援
、
啓け

い
も
う蒙
活
動
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
、
近
年
増
加
す
る
児
童
虐
待
へ
の
警
鐘
や
虐
待
に

つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
こ
う
と
、
記
録
映
画
上
映
会
を
企

画
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

市民発
!

地域発
!

区
。
そ
の
中
の
白
谷
地
区
も
、
鉱
山
開
発
や
海
浜
公
園
の

埋
め
立
て
な
ど
で
、
静
か
な
漁
村
だ
っ
た
こ
ろ
か
ら
大
き

く
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。
展
示
し
た
写
真
の
中
に
は
、
活

気
あ
ふ
れ
る
漁
村
の
暮
ら
し
な
ど
、
今
で
は
見
ら
れ
な
い

貴
重
な
も
の
が
多
く
、
ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
々
か
ら
は

「
懐
か
し
い
」「
こ
れ
だ
け
の
写
真
を
よ
く
集
め
た
も
の
だ
」

な
ど
、
多
く
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
覧
会
が
、
地
域
の
誇
れ
る
景
観
、
伝
統
、
文

化
を
改
め
て
見
直
し
、
次
の
世
代
へ
引
き
継
い
で
ゆ
く

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◉記録映画『葦牙』上映会
　～子どもが拓く未来～

＊日　時：平成 23 年１月 10 日（月・祝）   
　  　　　午後２時～４時
　　　　　午後６時～８時
＊場　所：田原文化会館多目的ホール
＊入場料：１０００円
　　　　　（高校生以下の方は無料）

▼チケット販売や映画上映会のお問い
合わせは、特定非営利活動法人おおぞ
ら（地域活動支援センターふれあいの
家内）２２局７３４１へ

白
谷
海
浜
公
園 

写
真・絵
画
展

記
録
映
画﹁
葦あ

し

か

び牙
﹂上
映

白
谷
海
浜
公
園
管
理
組
合
さ
ん

10
月
23
日
圡
～
11
月
21
日
㊐
開
催

～
第
３
回
こ
こ
ろ
の
健
康
啓
発
映
画
会
～

※
12
頁
の
歴
史
探
訪
ク
ラ
ブ
で
は
、白
谷
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
て
い
ま
す
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人
お
お
ぞ
ら
さ
ん

投
稿

▲海から見た白谷（写真撮影：藤城幸一さん）昭和 31 年

▲白谷海岸（写真所蔵：山田幸宏さん）年代不詳

▲展覧会の様子
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２
ペ
ー
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地
域
の
話
題（
高
松
校
区
）　
　
　

     　
　

  

４
ペ
ー
ジ

私
た
ち
成
章
高
校
吹
奏
楽
部
は
、
11
月
６
日
（
土
）、

文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
（
東
京
都
）
で
開
催
さ
れ

た
日
本
管
楽
合
奏
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
吹
奏
楽
の
名
門
校
と
し
て
知
ら
れ
る
愛
工

大
名
電
高
校
な
ど
と
と
も
に
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

日
本
管
楽
合
奏
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
小
学
校
か
ら
高
校
ま

で
４
部
門
あ
り
、
私
た
ち
が
出
場
し
た
高
校
Ｂ
部
門
で
は
、

テ
ー
プ
審
査
に
よ
り
32
校
が
予
選
を
通
過
し
ま
し
た
。
こ

の
部
門
は
35
名
以
上
の
大
編
成
で
、
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
常
連
校
が
ひ
し
め
き
合
う
難
関
で
す
。
こ
の
コ
ン

テ
ス
ト
で
は
、
部
員
全
員
の
70
名
で
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
民
謡

『
く
じ
ゃ
く
』
に
よ
る
変
奏
曲
」
を
演
奏
し
、
会
場
中
の
お

客
さ
ま
か
ら
割
れ
る
よ
う
な
拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
、
こ
の
よ
う
な
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
地
域
の
皆
さ
ま
や
応
援
し
て
く
だ
さ
る
方
々
の
ご
支
援

11
月
12
日
（
金
）
～
15
日
（
月
）、
駒
沢
室
内
競
技
場

（
東
京
都
）
で
開
催
さ
れ
た
全
国
青
年
大
会
に
参
加

し
、
３
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
市
内
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
に
登
録
し
た

チ
ー
ム
の
中
か
ら
選
抜
さ
れ
た
青
年
バ
レ
ー
ボ
ー
ラ
ー
の

チ
ー
ム
で
す
。
こ
の
大
会
は
、
各
県
代
表
の
27
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
田
原
市
が
参
加
す
る
の
は
３
年
ぶ
り
で
２
回
目

の
こ
と
で
し
た
。
強
豪
ぞ
ろ
い
の
中
で
の
３
位
入
賞
は
、

一
生
懸
命
練
習
し
た
成
果
を
出
せ
た
も
の
で
、「
や
っ
た

ぞ
！
」
と
い
う
達

成
感
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、

各
チ
ー
ム
に
戻

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

チ
ー
ム
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
に
務

め
た
い
と
思
い

ま
す
。

市民発
!

学校発
!

の
お
か
げ
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
成
章
高
校
吹
奏
楽
部
は
、
平
成
23
年
で
創
部
50

周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
吹
奏
楽
部
創
部
五
十
周
年

記
念
第
十
一
回
定
期
演
奏
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
オ
ズ
の
魔
法
使
い
」
を
は
じ
め
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ポ
ッ
プ
ス
ま
で
、
歌
や
踊
り
を
交
え
て

楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆

さ
ん
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
＝
平
成
23
年
３
月
27
日
（
日
）

▼
場
所
＝
ア
イ
プ
ラ
ザ
豊
橋

▼
入
場
料
＝
前
売
５
０
０
円

　

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
成
章
高
校
（
鈴
木
・
氏
原
・
林
）

☎
22
局
０
１
４
１

初
出
場
で
最
優
秀
賞
受
賞

全
国
青
年
大
会
で
３
位

成
章
高
校
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん

～
第
16
回
日
本
管
楽
合
奏
コン
テ
ス
ト
全
国
大
会
～

～
35
歳
未
満
の
青
年
チ
ー
ム
が
競
う
大
会
～

田
原
市
青
年
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
さ
ん

皆
さ
ん
の
身
近
な
話
題
に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
市
役
所　

政
策
推
進
部
広
報
秘
書
課

　

〒
４
４
１
ー
３
４
９
２
（
住
所
不
要
）

　


22
局
０
１
３
８　

23
局
１
６
９
１

　
　

koho@
city.tahara.aichi.jp

▲ 11 月 24 日（水）、指揮者の鈴木孝育先生（左）
と部員代表者が、田原市長に最優秀賞受賞の報告
をしました

▲日本管楽合奏コンテスト全国大会の様子

▲ 3 位入賞を決めた際の様子
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地域
発!

私
た
ち
の
高
松
校
区
で
は
、＂
人
と
人

　
人
と
自
然
　
絆
を
育
む
ま
ち
づ

く
り
＂
を
将
来
像
に
掲
げ
た
「
高
松
校
区

ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
」
の
実
現
を
目
指

し
、
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
を
中
心

と
し
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、推
進
体
制
の
充
実
の
た
め
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
中
に
６
つ
の
専

門
部
会
（
安
全
・
福
祉
・
ス
ポ
ー
ツ
・
環
境
・

青
少
年
・
企
画
文
化
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

現
在
、
各
部
会
を
中
心
に
、「
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
」「
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」「
清
掃
活
動
」

「
親
子
学
級
」
な
ど
の
企
画
・
運
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。

高
松
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
デ
イ

　

10
月
２
日
（
土
）、
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

地
域
の
話
題

高
松
校
区

郷
土
の
海
を
愛
す
る
心

人
と
人
と
が
支
え
合
い
な
が
ら
、
長
年
﹁
絆
﹂
を
深
め
て
き
た
高
松
校
区
。

恵
ま
れ
た
自
然
と
生
活
環
境
を
活
か
し
、
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
高
松
校
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か
ら
、
お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

協
議
会
の
主
催
で
、
高
松
一
色
海
岸
に
お

い
て
「
高
松
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
デ
イ
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
行
事
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
理
由
で
地
元
の
海
か
ら
疎
遠
に
な
り

つ
つ
あ
る
校
区
民
に
、「
郷
土
の
海
を
愛

す
る
心
」
を
呼
び
覚
ま
し
て
も
ら
お
う
と
、

環
境
部
会
を
中
心
に
企
画
・
運
営
を
行
っ

た
も
の
で
、
地
元
の
親
子
な
ど
約
２
５
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

予
定
し
て
い
た
ミ
ニ
地
引
網
は
、
海

の
状
態
が
整
わ
ず
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
参
加
者

は
「
ビ
ー
チ

ウ
ォ
ー
ク
＆

ビ
ー
チ
ク

リ
ー
ン
」「
宝

探
し
」「
綱

引
き
」
な
ど
を
楽
し
み
、
久
し
ぶ
り
に
訪

れ
た
地
元
の
海
で
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
昼
食
で
は
、
役
員
や
地
元
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
協
力
で
、
朝
に
捕
れ
た
「
キ

ス
の
天
ぷ
ら
」
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
こ

ち
ら
も
大
好
評
で
し
た
。

将
来
に
向
け
て

　

初
の
試
み
だ
っ
た
、
こ
の
フ
レ
ン
ド

シ
ッ
プ
デ
イ
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
高
松

の
海
が
好
き
に
な
っ
た
」「
地
区
の
人
と

の
交
流
が
で
き
た
」
と
の
声
が
多
く
聞
か

れ
、成
果
を
実
感
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

安
全
対
策
や
開
催
時
期
な
ど
の
課
題
も
残

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
役
員
だ
け
で

な
く
、
校
区
民
の
意
見
や
提
案
を
取
り
入

れ
な
が
ら
、
高
松
の
住
民
が
総
参
加
で
き

る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
運
営
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
行
事

を
通
じ
、
郷
土
の
海
を
愛
し
、
自
分
た
ち

の
海
は
自
ら
守
る
と
い
う
意
識
が
芽
生
え

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

●しみんの広場

▲高松一色の海岸で「宝探し」を楽しむ地元の子どもたち

▲砂浜の綱引きは気分爽快

参加者の

こえ 海をきれいにしたく
て参加しました。

ごみ拾いで海がきれいにな
り、焼き鳥やスイカなども食べ
られたので、とても楽しかった
です。（小学生男子）

世界サーフィン大会で有名
な海岸ですが、地元の人

向けのイベントがないので、良
い取り組みだと思います。これ
からも、高松の人が楽しめるイ
ベントを期待します。（女性）

平成 22年 12月15日   　  　　　　　　　　│ 4 │



₁ ＮＰＯや市民活動に関する相談を受け付けています。（毎週㊋・㊎・圡 14:00～19:00 田原文化会館フリースペース）
₂ このページに掲載する市民活動情報を募集しています。
◉お問い合わせ： ☎22局 1111（内線812）※開設時間のみ　 23局0180　 shiminkatsudo@city.tahara.aichi.jp

日時 イベント名・内容 会場など 問い合わせ・連絡先

H23/1/23 ㊐
14:00 ～ 16:30

『シュアスタート』を考える
　～子育て支援における地域の協働と
　　　　　　　体系的な支援を目指して～

（平成 22 年度市民協働まちづくり事業補助金採択事業）

対象：子育て支援に興味のある方
会場：田原福祉センター 3F
　　　（大会議室）
参加費：500 円

NPO 法人　たはら広場
　080-6955-2167（小澤）

市民と市役所でつくるページ♥あなたのニュースも募集中！田原市民活動支援センター

イベント

情報

市民活動を応援するページ

➡このコーナーに掲載する情報を募集中！頁下段の連絡先まで。市民活動ニュース

市民活動、交流から広げよう！

第４回「しみんのひろば」

市内で活躍する市民活動団体の交流と活動発表の
場、「しみんのひろば」は今年で４回目。今回も、

市民活動団体が自ら企画・立案してイベントを作り
上げます。参加する団体の活動内容は千差万別、活
動している人は老若男女。すてきで
面白い人たちが集まり活動をＰＲし
ます。「市民活動って何？」と感じて
いる皆さん、ぜひ見に来てください。

日時　平成 23 年１月 30 日㊐ 10：00～15：00
会場　田原文化会館多目的ホール　ほか
内容　講演会　10：10～
　　　［講師］服部宏氏（堀川 1000 人調査隊）
　　　［演題］“名古屋市の堀川は
　　　　　　　　　　市民の手でよみがえった !!”
　　　［会場］田原文化会館多目的ホール
　　　［入場］無料 / 直接会場へお越しください
　　　各団体のブース展示、参加型体験コーナー、
　　　軽食・喫茶コーナー　ほか

●しみんの広場

イベント告知

助成の名称 対象・内容 問い合わせ・連絡先

新規団体・人材養成
活動補助金

補助対象①　設立２年未満の市民公益活動を行う団体における活
動初期の取り組み / 平成 23 年１月 31 日⺼締め切り

補助対象②　市民活動団体の活動を担う人材養成、スキルアップ
を図る講座への参加など / 平成 23 年２月 10 日㊍締め切り

　※詳しくは市ホームページをご覧ください。

市役所市民協働課
☎ 23 局 3504   　 23 局 0180
　  http://www.city.tahara.aichi.jp

（トップページ右下「市民協働のまち
づくり」からアクセス）

助成の名称

補助金

情報
あなたの活動にお役立てください！

「どすごい交流会」

東三河の市民活動団体の交流を目的に、毎年開
催されている「どすごい交流会」。今年度は、

田原市で初めて「しみんのひろば」と同時に開催さ
れます。現在、参加を希望される団体（方）を募集
しています。

日時　平成 23 年１月 30 日㊐ 13：00～15：00
会場　田原文化会館多目的ホール
内容　どすごい名刺配り（しみんのひろばを巡回）
　　　どすごいネット紹介（情報交流サイト）
　　　どすごい交流会（東三河の市民活動団体が交歓）
対象　市民活動や市民活動団体に興味のある方
応募　参加を希望される団体（方）は、平成 23 年

１月 28 日（金）までに電話またはＥメールにて

　 ▼市民協働課☎ 23 局 3504
　　　　　　　kyoudou@city.tahara.aichi.jp

　 ▼田原市民活動支援センター　※下段参照
詳しくはどすごいネットをご覧ください。
　 http://www.genki365.chom/dosugoi/
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学校生活の一コマ

を紹介

　　 東部中学校 「保育実習」
　　保育園児のための絵本を作ろう！ 
　　
　東部中学校の３年生が、家庭科の保育実習（11月）で東
部保育園、神戸保育園、漆田保育園の園児ために、絵本を
手作りしました。生徒たちは初めての絵本作りに戸惑い
ながらも、幼いころ好きだった絵本をもう一度読み直し
たり、図書館で幼児向けの絵本を読んで研究したり、試
行錯誤を繰り返しながら制作に取り組みました。
　保育園児が喜びそうな色使いや、読みやすい文字の
大きさを考えたり、“布を貼って手触りを楽しむ絵本”
や“飛び出す絵本”、“仕掛けのある絵本”などを工夫し
たりして作る生徒の姿も見られました。「自分の絵本
で、楽しんでもらえたらいいな」「園児と一緒に読みた
いな」など、生徒たちは保育実習を楽しみに作っていま
した。
　生き生きとした保育園児と触れ合うことで、幼児と
の関わり方などを学んでほしいと思います。 

 田原東部小学校 「和太鼓」
日本の伝統文化にふれよう！

　田原東部小学校では、魅力ある学校づくり事業の一
環として、日本の伝統楽器である「和太鼓」を購入し、教
育活動や校区の盆踊りで活用しています。
  音楽の授業では、和太鼓を使った演奏を行っていま
す。和太鼓クラブは、昨年から校区の専門家を講師に招
いて活動を始めました。クラブの時間には、音楽に合わ
せて打つ和太鼓のリズミカルな音が聞こえてきます。
運動会の種目では、「みんなで踊ろう東部の輪」という
種目を設け、和太鼓に合わせてみんなで踊りました。 
また、６年生が校区の自治会の方から太鼓のたたき方
を教えてもらい、校区の盆踊りを盛り上げています。 
子どもたちの自信に満ちたバチさばきは、多くの方か
ら賞賛をいただき、講師や自治会の方も子どもたちの
覚えの速さに驚いています。
　和太鼓を通して、地域の伝統も大切にしていってほ
しいと願っています。

　今回は、保育実習で園児に見せる絵本を作る生徒の様子、和
太鼓を使った児童の活動の様子をご紹介します。

●学校教育課２３局３６７９

◦和太鼓クラブの練習の様子

◦手作り絵本に色を塗る生徒

◦手作り絵本での読み聞かせ

◦運動会「みんなで踊ろう　東部の輪」
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

　

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し
て
、中

部
保
育
園
・
蔵
王
幼
稚
園
・
赤
石
幼
稚
園
で
防
火
パ

レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。参
加
し
た
１
５
７
名

（
３
か
所
計
）の
園
児
た
ち
は
、音
楽
に
合
わ
せ
て

拍
子
木
を
鳴
ら
し
、「
火
の
用
心
！
」と
大
き
な
声

で
元
気
よ
く
沿
道
で
呼
び
か
け
ま
し
た
。

火
の
元
に
用
心
し

新
年
を
迎
え
よ
う
！

11
月
11
日［
木
］

　

11
月
27
日（
土
）・
28
日（
日
）の
２
日
間
、田
原
市

長
杯
少
年
野
球
交
流
大
会
が
滝
頭
公
園
野
球
場
な

ど
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。伊
勢
湾
口
道
路
の
早
期

実
現
を
目
指
し
行
わ
れ
て
い
る
同
大
会
に
、今
年
は

田
原
市
か
ら
12
チ
ー
ム
、伊
勢
・
志
摩
地
域
か
ら
14

チ
ー
ム
が
参
加
し
、交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
自
主
防
災
会
の
防
災
訓
練
が
市
内
全
域
で
行
わ

れ
、約
１
万
２
０
０
０
名
の
住
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
訓
練
が
始
ま
り
、各
避
難
所
に

集
ま
っ
た
人
た
ち
は
、消
火
訓
練
や
応
急
救
護
訓
練

な
ど
を
行
い
、地
域
防
災
の
あ
り
方
を
確
認
し
、「
自

助・共
助
」の
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

▲大きな声で選手宣誓を行った中村太
だ い き

紀主将（今一色野球スポーツ少年団）

▲乾燥するこの時期、園児たちの笑顔を思い出して火の用心を！（中部保育園）

フ
ェ
リ
ー
存
続
で

今
年
も
会
え
た
ね
！

自
助
・
共
助
で

災
害
に
備
え
る

11
月
27
日［
土
］

11
月
14
日［
日
］

●
お
詫
び
と
訂
正

　

11
月
１
日
号
10
頁
の
た
は
ら
シ
テ
ィ
ニュ
ー
ス
で
ご
紹
介
し
た
田
原
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
受
賞
の
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ

た
の
は
㈶
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
平
成
22
年
度
『
活
動
賞
』
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
部
門
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

▲地域の防災リーダーから三角巾の使い方を学ぶ住民たち（六連町浜田地区）
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渥
美
郷
土
資
料
館
で
開
催
す
る
企
画
展

の
展
示
室
監
視
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員
＝
５
名　

▼
採
用
期
間
＝
平

成
23
年
２
月
５
日
（
土
）
～
３
月
21
日

（
月
・
祝
）　

▼
勤
務
時
間
＝
午
前
９
時

～
午
後
１
時
ま
た
は
午
後
１
時
～
５
時

（
交
替
勤
務
）　

▼
勤
務
内
容
＝
展
示
室

監
視
▼
賃
金
＝
時
給
８
１
０
円　

▼
選

考
方
法
＝
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
書

類
選
考
後
、
面
接
（
期
日
な
ど
詳
細
は

後
日
通
知
）　

▼
申
し
込
み
＝
平
成
23
年

１
月
18
日
（
火
）
ま
で
に
田
原
市
博
物

館
に
あ
る
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
開
館
時
間
内
に
提
出
（
郵
送
不

可
）

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22
局
１
７
２
０　

23
局
３
７
７
０

▼
募
集
人
員
＝
各
若
干
名　

▼
採
用
期
間

＝
平
成
23
年
４
月
１
日
～
９
月
30
日
（
更

新
さ
れ
る
場
合
あ
り
）　

▼
勤
務
場
所
＝

市
内
保
育
園　

▼
勤
務
形
態
＝
月
曜
～
金

曜
日
（
祝
日
を
除
く
）　

▼
職
種
・
業
務

内
容
・
賃
金
・
勤
務
時
間
＝
表
の
と
お
り

▼
申
し
込
み
＝
平
成
23
年
１
月
31
日（
月
）

ま
で
に
子
育
て
支
援
課
へ
直
接
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。　

▼
そ
の
他
＝
臨
時
保

育
士
の
場
合
は
、
保
育
士
資
格
が
必
要
で

す
。

▼
子
育
て
支
援
課

☎
23
局
３
５
１
３　

23
局
３
５
４
５

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
23
年
度
第
1
学

期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

の
放
送
を
通
し
て
学
ぶ
遠
隔
教
育
の
大
学

で
す
。「
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
」「
学
び
を
楽
し
み
た
い
」な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
、
幅
広
い
世
代
や
職

業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。
心
理
学
・
福

祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な

ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

▼
出
願
期
間
＝
平
成
23
年
２
月
28
日（
月
）

ま
で

※
資
料
が
必
要
な
方
は
、
お
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
資
料
の
申
し
込
み
は
、
放

送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

▼
放
送
大
学

　
（
０
１
２
０
）８
６
４
局
６
０
０

　

http://w
w

w
.ouj.ac.jp/

　

下
水
道
は
、
私
た
ち
の
家
庭
な
ど
か
ら

出
る
生
活
排
水
を
き
れ
い
に
し
て
川
や
海

に
戻
し
、
快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
る
と

と
も
に
、
海
や
川
を
汚
染
か
ら
守
る
た
め

の
施
設
で
す
。
下
水
道
を
使
え
る
区
域
で

ま
だ
接
続
を
し
て
い
な
い
方
は
、
接
続
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
下
水
道
に
異
物
を
流
さ
な
い
で
！

　

下
水
道
施
設
へ
異
物
が
流
入
す
る
と
、

故
障
の
原
因
に
な
り
、
適
切
な
汚
水
処
理

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

◦
水
洗
便
器
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の

紙（
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、乳
幼
児
用
お
し
り
ふ
き

な
ど
）を
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◦
排
水
管
が
詰
ま
る
原
因
に
な
り
ま
す
の

で
、
野
菜
く
ず
や
ご
飯
の
残
り
、
天
ぷ

ら
油
な
ど
を
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◦
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど
揮
発
性
の
高
い

危
険
物
は
、
下
水
道
管
の
中
で
爆
発
を

起
こ
す
原
因
に
な
り
ま
す
。
絶
対
に
流

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
下
水
道
課

☎
23
局
３
５
２
５　

22
局
３
１
８
４

田
原
市
臨
時
職
員

臨
時
保
育
士
・
調
理
員
・
用
務
員

渥
美
郷
土
資
料
館
企
画
展
監
視
員

放
送
大
学 

平
成
23
年
４
月
入
学
生

下
水
道
接
続
に
ご
協
力
を
！

職種 業務内容 賃金 勤務時間

保育士 乳幼児の保育 時給１，１００円
　～1，200円

午前７時30分～午後４時15分
午前８時30分～午後５時
午後４時15分～６時15分
午後４時15分～７時15分
※上記のいずれかの時間

調理員 給食の調理、園
舎の清掃など 時給910円 午前８時30分～午後４時15分

用務員 給食の配膳、園
舎の清掃など 時給850円 午前８時30分～午後５時

■田原市臨時保育士・調理員・用務員
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田
原
市
博
物
館
・
吉
胡
貝
塚
資
料
館
で

は
、
フ
ェ
リ
ー
を
利
用
し
、
両
施
設
の
ど

ち
ら
か
へ
入
館
さ
れ
た
方
に
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
絵
は
が
き
「
伊
勢
街
道
・
伊
良
湖
崎
」

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
こ
の
絵
は
が
き

は
、
景
勝
地
伊
良
湖
岬
を
浮
世
絵
風
に
ア

レ
ン
ジ
し
た
も
の
で
、
絵
は
が
き
と
ぬ
り

絵
用
は
が
き
が
各
１
枚
セ
ッ
ト
に
な
っ
て

い
ま
す
。
フ
ェ

リ
ー
を
利
用
し

た
際
に
は
、
ぜ

ひ
田
原
市
博
物

館
・
吉
胡
貝
塚

資
料
館
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▼
開
始
日
＝
平
成
23
年
１
月
５
日（
水
）
～

※
乗
船
券
の
半
券
（
領
収
書
）
を
、
両
施

設
の
ど
ち
ら
か
で
掲
示
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22
局
１
７
２
０　

23
局
３
７
７
０

▼
吉
胡
貝
塚
資
料
館

☎
22
局
８
０
６
０　

22
局
８
０
７
０　

　
「
エ
ア
コ
ン
」「
テ
レ
ビ
」「
冷
凍
・
冷

蔵
庫
」「
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
」 

の
家

電
４
品
目
は
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ

り
、
メ
ー
カ
ー
が
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て

い
ま
す
。
各
資
源
化
・
環
境
セ
ン
タ
ー
へ

持
ち
込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
指

定
引
取
場
所
へ
自
己
搬
入
す
る
か
、
新
た

に
購
入
す
る
先
、
ま
た
は
そ
の
製
品
を
購

入
し
た
家
電
販
売
店
へ
引
き
取
り
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

　

販
売
店
が
分
か
ら
な
い
場
合
、
市
内
家

電
販
売
店
で
は
、
そ
の
販
売
店
で
購
入
し

て
い
な
い
場
合
で
も
引
き
取
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。
引
き
取
り
に
は
、
リ
サ
イ
ク
ル

料
と
運
搬
費
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
ご

自
宅
ま
で
取
り
に

伺
う
場
合
に
は
、

料
金
が
加
算
さ
れ

ま
す
の
で
、
各
販

売
店
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※
指
定
引
取
場
所
は
「
ご
み
の
分
け
方
・
出

し
方
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
11
頁
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▼
清
掃
管
理
課

☎
23
局
３
５
３
８　

23
局
０
１
８
０

　http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

▪
夕
陽
が
浜

▪
所
在
地　

田
原
市
夕
陽
が
浜
地
内　

▪
宅
地
面
積

　

２
６
７
・
40
㎡
（
80
・
88
坪
）
～　
　

　

５
１
０
・
18
㎡
（
１
５
４
・
32
坪
）

▪
譲
渡
価
格

　

９
３
６
・
５
万
円
～
１
７
３
４
・
７
万
円

※
上
下
水
道
、
ガ
ス
管
の
宅
地
内
引
き
込

み
工
事
完
了

▼
田
原
市
土
地
開
発
公
社
（
田
原
市
役
所

建
築
課
内
）

☎
23
局
３
５
２
７　

22
局
３
８
１
１

　

 kentiku@
city.tahara.aichi.jp

　

 http://tahara-takuchi.idct.org/

▪
シ
ー
サ
イ
ド
田
原
光
崎

▪
所
在
地　

田
原
市
光
崎
地
内

▪
宅
地
面
積

　

２
０
５
・
35
㎡
（
62
・
11
坪
）
～　
　

　

３
１
４
・
56
㎡
（
95
・
15
坪
）

▪
譲
渡
価
格

　

８
０
６
万
円
～
１
２
２
７
万
円

※
上
下
水
道
、
ガ
ス
管
の
宅
地
内
引
き
込

み
工
事
完
了

▼
愛
知
県
住
宅
供
給
公
社　

事
業
課

（
名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
３

－

19

－

30
）

︻
平
日
︼

☎（
０
５
２
）９
５
４
局
１
３
３
１

︻
土
・
日
・
祝
日
︼
現
地
案
内
所

☎（
０
５
３
１
）
23
局
４
３
１
９

▼
県
営
赤
石
住
宅
住
所
＝
田
原
市
赤
石
三

丁
目
１
番
地　

▼
入
居
案
内
配
布
場
所
＝

東
三
河
住
宅
管
理
事
務
所
、
市
役
所
建
築

課
、
渥
美
支
所
地
域
課　

▼
申
し
込
み
＝

平
成
23
年
１
月
４
日
（
火
）
～
11
日
（
火
）

の
期
間
に
郵
送
に
て

※
抽
選
、
資
格
審
査
を
経
て
平
成
23
年
４

月
１
日
か
ら
入
居
予
定
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
東
三
河
住
宅
管
理
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）53
局
５
６
１
６

フ
ェ
リ
ー
鳥
羽
伊
良
湖
航
路
利
用
で

絵
は
が
き
プ
レ
ゼ
ン
ト

夕
陽
が
浜
・シ
ー
サ
イ
ド
田
原
光
崎

宅
地
分
譲

県
営
赤
石
住
宅

入
居
申
し
込
み
受
付

家
電
４
品
目
は

指
定
引
取
場
所
で
リ
サ
イ
ク
ル
を

■夕陽が浜宅地分譲地の所在地

■シーサイド田原光崎宅地分譲地の所在地

泉福寺
田原市役所
渥美支所

渥美郷土
資料館

福江小

清田小福江中

泉中

泉小福江漁港

三　河　湾

伊川津
漁港

福江港

伊川津

石神

伊川津東高木東

古田高田

保美

夕陽が浜

笠山

炭生館緑が浜
エコパーク

いこいの広場
緑が浜公園

緑が浜
ゴルフクラブ

北部保育園

童浦小

アイシン
エイダブリュ

緑が浜3号

緑が浜

西浦橋西

浦郵便局前

浦郵便局

童浦小南

光崎

シーサイド
田原光崎
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▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

◉
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
と

　

大
気
汚
染
防
止
推
進
月
間

　

12
月
は
「
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
」「
大

気
汚
染
防
止
推
進
月
間
」
で
す
。
冬
の
〝
エ

コ
ラ
イ
フ
大
作
戦
〟
を
展
開
し
て
、
地
球

温
暖
化
と
大
気
汚
染

を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

▪
例
え
ば
こ
ん
な
こ
と

◦
保
温
効
果
の
高
い
暖
か
い
下
着
や
靴
下
を

身
に
付
け
た
り
、
ひ
ざ
か
け
を
使
っ
た
り

し
て
、
暖
房
の
設
定
温
度
を
20
℃
以
下
に

す
る
。

◦
カ
ー
テ
ン
は
厚
め
で
丈
の
長
い
も
の
に
す
る
。

◦
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
に
厚
め
の
敷
物
を
敷
く
。

◦
お
風
呂
の
残
り
湯
を
、
湯
た
ん
ぽ
に
使
用

す
る
。

◦
扇
風
機
な
ど
で
、
上
に
た
ま
っ
た
暖
か
い

空
気
を
か
く
は
ん
し
て
、暖
房
効
果
を
ア
ッ

プ
す
る
。

◦
大
掃
除
の
つ
い
で
に
、
白
熱
電
球
を
電
球

型
蛍
光
灯
や
Ｌ

エ
ル
イ
ー
デ
ィ
ー

Ｅ
Ｄ
電
球
に
交
換
す
る
。

♥
地
球
温
暖
化
防
止
啓
発
ポ
ス
タ
ー
入
選
作
品

◉
中
学
校
の
部　

　
【
優
秀
賞
】岡
田
祐
季
乃
さ
ん（
東
部
中
学
校
）

　　
【
入
選
】河
合
舞
さ
ん（
泉
中
学
校
）

　
　
　

＊
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
ティ
構
想

56

ゴミゴミンと
リサイクル
レンジャー

皆
さ
ん
は
携
帯
電
話
を
買
い
替
え
る
と
き
、
使
用
済
み
の

本
体
を
、
ど
う
し
て
い
ま
す
か
。
今
回
は
、
使
用
済
み
の

携
帯
電
話
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
清
掃
管
理
課

　

23
局
３
５
３
８

　

23
局
０
１
８
０

家
に
眠
っ
て
い
る
使
用
済
み
の
携
帯
電
話

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。こ
の
機
会
に
リ
サ
イ

ク
ル
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
携
帯
電
話
や
P
H
S
の
本
体

●
充
電
器

●
電
池

　

携
帯
電
話
に
は
、貴
重
な
資
源

で
あ
る
希
少
金
属（
レ
ア
メ
タ
ル
）

が
含
ま
れ
て
お
り
、リ
サ
イ
ク
ル
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。本
体
や
電
池

に
含
ま
れ
る
金
や
銀
な
ど
の
貴
金

属
や
、パ
ラ
ジ
ウ
ム
や
コ
バ
ル
ト
な

ど
の
希
少
金
属
な
ど
が
資
源
と
し

て
再
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

メ
ー
カ
ー
や
通
信
サ
ー
ビ
ス
提

供
事
業
者
を
問
わ
ず
、左
上
の
マ
ー

ク
の
あ
る
携
帯
電
話

販
売
店
な
ど
の
店
舗

で
、無
償
で
回
収
し

て
い
ま
す
。

資
源
と
し
て
回
収

し
て
い
る
も
の
は
？

個
人
情
報
の
保
護
は

大
丈
夫
？

ど
こ
で
回
収
し
て

い
る
の
？

　

回
収
の
際
に
は
、携
帯
電
話
や

P
H
S
に
保
存・蓄
積
さ
れ
た
個
人

情
報
な
ど
を
消
去
し
、本
体
、電
池
、

充
電
器
に
分
別
す
る
な
ど
、再
資

源
化
事
業
者
が
適
正
な
処
理
を
行

い
ま
す
。

携
帯
電
話・P
H
S
の
リ
サ
イ
ク
ル

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

▼
社
団
法
人
電
気
通
信
事
業
者
協

会
モ
バ
イ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
担
当

　
（
０
３
）３
５
0
２
局
０
９
９
１　

　　
http://www

.m
obile

-recycle.
　　
net/

index
.htm

l

※
平
成
22
年
３
月
現
在
の
学
校
名
で
す

毎
日
は
難
し
く
て
も
、「
毎
月

１
日
は
エ
コ
ラ
イ
フ
デ
ー
」と
し

て
、何
か
ひ
と
つ
で
も
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。身
近
な
こ
と
か

ら
エ
コ
ラ
イ
フ
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

平成 22年 12月15日   　  　　　　　　　　│ 10 │

◉
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
登
録
者
数

個
人
１
２
５
５
人・
事
業
所
56
か
所（
11
月
末
現
在
）



67

防
災
ま
め
知
識

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
と
震
度

こ
ん
に
ち
は
、“
か
ん
ち
ゃ
ん
”で

す
。
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
は
、

「
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」
と
「
震
度
」
と

い
う
言
葉
を
使
っ
て
地
震
の
発
生
を
報

道
し
ま
す
。
ど
ち
ら
も
地
震
の
大
き
さ

を
表
す
も
の

で
す
が
、
意

味
は
異
な
り

ま
す
。
皆
さ

ん
は
こ
の
違

い
を
ご
存
じ

で
す
か
。

　

今
回
は
地
震
の
規
模
を
知
る
た
め
の

基
本
と
も
い
え
る
、
こ
の
２
つ
の
言
葉

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▪
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
と
震
度
の
違
い

◉
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

　

地
震
そ
の
も
の
の
規
模
を
表
し
ま

す
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
が
１
大
き
く
な

る
と
地
震
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
約
32
倍
に

な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
７
の
地
震
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６

の
地
震
の
約
32
倍
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

持
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◉
震
度

　

地
震
が
発
生
し
た
時
、
私
た
ち
が
生
活

し
て
い
る
場
所
で
の
揺
れ
の
大
き
さ
を
表

し
ま
す
。
日
本
で
は
、
気
象
庁
が
10
階
級

に
分
け
た
も
の
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。（
震

度
０
、１
、２
、３
、４
、５
弱
、
５
強
、
６
弱
、

６
強
、
７
）

▪
震
度
は
震
源
か
ら
の
距
離
も
関
係

　

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
の
小
さ
い
地
震
で
も

震
源
か
ら
の
距
離
が
近
い
と
大
き
く
揺
れ

「
震
度
」
が
大

き
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

逆
に
震
源
か
ら

の
距
離
が
遠
け

れ
ば
、
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
が
大

き
い
地
震
で
も

「
震
度
」
が
小

さ
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

友好都市 長野県宮田村からお得なお知らせ
宮田村から田原市民の皆さんに、お得な情報が届きましたのでご紹介します。

◉宮田村のいいところ◉宮田観光ホテルで田原市民限定割引！
　友好都市・田原市の皆さんこんにちは。もっと多くの
田原市の方に遊びにきていただ
くため、宮田村の第３セクターで
運営している『宮田観光ホテル』
では、利用料金の田原市民（在
住・在勤・在学の方）限定割引を
行います。詳しくはお問い合わせください。
◦割引内容
　通常料金から大人１，０００円・子ども５００円割引
　（通常料金＝大人8，550円～／特定日を除く）
◦実施期間
　平成２３年１月１日～平成２５年３月３１日
◦問い合わせ先
　宮田観光ホテル松雲閣☎（0265）83局2134
　　  http://www.miyadakankou.co.jp/
　宮田村役場産業建設課☎（0265）85局5864

●大きな揺れ（震度大）

震源

距離が近い
※マグニチュードの大きさに
かかわらず、震源からの
距離が近いと震度が大
きくなることがあります。

このコーナーでは、国内外合わせて７つある田原
市の姉妹・友好都市などの情報をお届けします。
▶政策推進課☎２３局３５０７　

▲効能豊かな早太郎温泉

◀冬の中央アルプス

宮田村は中央アルプスの
ふもとに位置します。高山
植物など山の自然を楽し
めるアルプス宝剣岳直下
の千畳敷までは、ロープウ
ェイを使って気軽に訪れ
ることができます。

宮田村のリンゴ畑▶

自然豊かな宮田村はオー
ナー制度でおなじみのリ
ンゴの産地です。11月下
旬に行われるリンゴの木
オーナー制度の収穫祭に
は、田原市民をはじめ県外
から多くの人が訪れます。
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N
o.680 平

成
22

年
12

月１
5

日
号

●
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

政
策

推
進

部
広

報
秘

書
課

●
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

●
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

　

あ
る
日
、
田
原
市
消
防
本
部
か
ら
白
谷

町
方
面
に
車
を
走
ら
せ
、
田
原
鉱
山
を
通

り
過
ぎ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
北
方
向
に

石
碑
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
石

碑
は
ず
い
ぶ
ん
立
派
な
も
の
で
す
が
、
見

つ
け
に
く
い
場
所
な
の
で
人
目
に
触
れ
る

こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

碑
を
観
察
す
る
と
、
表
面
に
は
か
つ
て

の
愛
知
県
知
事
桑
原
幹
根
に
よ
る
題
字
が

彫
ら
れ
、
裏
面
に
は
こ
の
碑
が
建
て
ら
れ

た
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
昭
和
27
年
、
姫
島
港
を
開
発
す

る
た
め
道
路
を
計
画
し
、
国
や
県
に
働
き

か
け
て
昭
和
35
年
５
月
28
日
、
白
谷
ト
ン

ネ
ル
が
完
成
し
た
と
い
う
も
の
で
す
。

　

今
で
は
、
滑
ら
か
な
坂
道
で
、
気
軽
に

通
行
が
で
き
る
道
路
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

も
と
も
と
は
車
で
は
通
行
で
き
な
い
厳
し

い
峠
道
で
し
た
。
車
両
が
通
行
す
る
た
め

に
は
、
ず
い
ぶ
ん
曲
が
り
く
ね
っ
た
道
を

造
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、距
離
も
長
く
カ
ー

ブ
も
多
く
な
り
危
険
で
す
。
ま
し
て
や
、

こ
れ
か
ら
自
動
車
に
よ
る
輸
送
な
ど
を
活

発
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
解

決
す
る
た
め
に
は
ト
ン
ネ
ル
を
造
ら
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
山
間
部
で
も
な
い

渥
美
半
島
に
ト
ン
ネ
ル
が
で
き
た
の
は
、

こ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

こ
の
ト
ン
ネ
ル
の
完
成
は
、
産
業
振
興
と

い
う
期
待
と
、
戦
後
の
土
木
技
術
の
発
達

を
示
す
、
当
時
の
住
民
に
と
っ
て
大
き
な

出
来
事
で
あ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
に
、
開
通
当
時
の
写
真
が
あ
り
ま

す
。
舗
装
も
な
い
道
路
、
そ
し
て
参
列
者

の
服
装
や
車
の
形
が
時
代
を
感
じ
さ
せ

ま
す
。
完
成
し
た
ト
ン
ネ
ル
は
、
全
長

２
２
９
ｍ
、
幅
員
５
・
５
ｍ
、
大
型
ト
ラ
ッ

ク
も
通
行
可
能
な
も
の
で
し
た
。
完
成
前

は
、
田
原
中
学
校
に
通
う
白
谷
町
の
生
徒

た
ち
や
、白
谷
に
あ
っ
た
西
部
小
学
校（
現

在
は
童
浦
小
学
校
に
統
合
）
に
勤
務
す
る

先
生
方
は
、
１
０
０
ｍ
級
の
山
を
越
え
毎

日
学
校
に
通
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
ト
ン

ネ
ル
に
よ
っ
て
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
石
灰
岩
の
性
質
上
、
漏
水
や
、
落

石
な
ど
の
危
険
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
ト

ン
ネ
ル
は
、
時
折
通
行
禁
止
に
な
っ
て
、

生
徒
た
ち
は
以
前
の
暗
い
峠
道
を
泣
く
泣

く
帰
っ
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
住
民
の
産
業
、
く
ら
し

に
関
わ
り
を
持
っ
た
白
谷
ト
ン
ネ
ル
も
、

昭
和
46
年
、
石
灰
岩
の
採
掘
範
囲
の
拡
大

や
、
危
険
と
の
判
断
で
、
11
年
半
に
わ
た

る
役
割
を
終
え
ま
し
た
。
ト
ン
ネ
ル
の
代

わ
り
に
は
、
開
削
工
法
に
よ
り
さ
ら
に
安

全
で
快
適
な
新
し
い
道
路
（
現
道
路
よ
り

　

ま
ぼ
ろ
し
の
白
谷
ト
ン
ネ
ル

西
側
）
が
で
き
ま

し
た
。
現
在
、
こ

の
地
に
ト
ン
ネ
ル

が
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
な
ど
思

い
も
よ
り
ま
せ
ん

が
、
田
原
市
の
産

業
発
展
の
ひ
と
つ

の
事
業
と
し
て
、
私

た
ち
は
記
憶
に
と
ど

め
て
お
く
必
要
が
あ

る
で
し
ょ
う
。
そ
の

生
き
証
人
が
こ
の
石

碑
な
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
増
山
）

▼▼
ガ
ラ
ス
温
室
に
入
る
と
、

そ
こ
は
ま
る
で
お
花
畑
。辺

り
一
面
に
、甘
い
シ
ク
ラ
メ
ン

の
香
り
が
た
だ
よ
っ
て
い
ま
し
た
。出

荷
す
る
花
を
ト
レ
イ
に
手
際
よ
く
載

せ
て
い
く
様
は
、昭
和
初
期
の
花
摘
み

を
思
わ
せ
ま
す
。そ
の
昔
、露
地
の
花か

卉き

栽
培
で
名
を
馳
せ
た
渥
美
半
島
。形

は
変
わ
れ
ど
、渥
美
半
島
の
お
花
畑
は

受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。（
Ｏ
）

【
表
紙
の
写
真
】シ
ク
ラ
メ
ン
の
出
荷
風
景（
堀
切
町
）

◦開通時の白谷トンネル　写真提供：田原鉱産㈱

◦ひっそりとたたずむ、白谷トンネルの完成記念の石碑

※
前
号
の
豊
川
用
水
の
通
水
に

つ
い
て
、
昭
和
43
年
５
月
に
全

面
通
水
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
補

足
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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